
 

 

 

 

資料 

第Ⅱ部第 3章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９・６ EP1 

保育者が片付けの言葉がけをする。片付けないないで寝そべっている Nに対応する場面。 

N  H₄ 

片付けをしないで、床に寝

そべっている。 
  

 

 

「N～君、10個拾って」と言葉がけをする。 

Nを抱き上げながら「ここで寝転がっているのは、一番出し

た N君じゃないの？あ、N～君、あ、N～君」と話す。 

H₄に抱えられながら体を動

かす。 
  

 

 

「お片付けしたくなかった？」と尋ねた後、Nの上履きに描

いてある乗り物の絵を見ながら「消防車に乗りたい？」と

問いかける。 

首を横に振る   

 

 

「電車乗りたい？」と問いかける。 

頷く   

 

 

「電車に乗りたいんだったらお片付けしましょう。頑張

れ！できるぞ～」と元気に言葉がけする。 

おもちゃを一つ手に持ち、

その手を高く上げる。再び

H₄に抱きつく。 

  

 

 

Nの体に触れながら一緒におもちゃをカゴの所へ行き、Nが

おもちゃをカゴの中に入れたことを確認する。「あ～、偉い

な～」と Nを抱えながら左右に身体を動かす。 

笑顔を少し浮かべる   

 

 

「まだ、ここにもあるよ」と言って他のおもちゃを片付け

るように促す。「N ちゃん、みんな手伝ってくれている。今

度は 2個入れてきて」と声がけする。Nにおもちゃを持たせ

ると「よし」と言い、カゴの方へ向かう。そのとき、他児

がおもちゃのカゴを片付けるためカゴを持ち上げようとし

ていた。「Nちゃん、これ（おもちゃのカゴ）を持って」「せ

～の、よいしょ」「みんなよろしくお願いします」と言葉が

けをし、子どもたちが棚へカゴを運ぶ姿を見ながら「がん

ばれ、がんばれ」と声がけした後、他児の片付けを手伝い

始めた。 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



９・６ EP２     

朝の活動時間。みんなと一緒に朝の体操をしないで保育室①の後ろの壁にくっついている N に対応する場

面である。 

N  H₅  H₂ 

保育室②に目を向け、保

育室②に移動する。N の

後から Rも来る。２人は

床に寝転がって遊ぶ。 

    

 

 

他児と手をつなぎながら保

育室②へ来る。「はいはいは

い。体操で～す」と言葉がけ

をし、２人を保育室①へ連れ

て行く。 

  

保育室①に移動すると、

他児が音楽に合わせて体

操をしているが、N はま

た後ろの壁にくっつく。 

その後、上履きを脱ぎ始

めた。 

 

 

   

   

 

N に上履きをはか

せる。 

保育室に寝そべりながら

遊んだりしていて、体操

はしなかった。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



９・６ EP３     

朝の活動時間。みんなの輪から外れたところに座っている T に対応する場面である。 

T  H₂ 

Tは、おもちゃの棚に座る。   

 

 

みんなが座っている場所へ T を連れて

行く。 

T は、隣にいた N の首を掴む。N は嫌がり T

を軽く噛んだが、T は泣かなかった。T は再

び保育室をフラフラし、壁に貼ってある絵を

見たりブロックをもったりする。しばらくす

ると、保育室の中央に座った。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



９・６ EP４ 

N は、『ナンバーワン体操』の音楽がかかっても参加しない。H₄が、参加しない Nに対応する場面である。 

N  H₄ 

N は、『ナンバーワン体

操』の音楽がかかって

も保育室の真ん中に立

ち、左手を靴の中に入

れるだけで体操には参

加しない。 

  

N は、体操の後半にな

るとおもちゃで遊ぼう

とする。 

 

 

 

 

H₄は、Nがおもちゃで遊ばないように手を止める。 

N は、おもちゃの棚の

前に座り周りの子ども

たちの様子を見てい

る。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



９・６ EP５ 

リトミックをしている時にみんなの輪に入らず立っている Nに対応する場面である。 

N  H₄ 

C と一緒に立って見ている。後半になると

リトミックの輪に入ってくるが、両方の指

を口に入れ Eと顔を見合わせて喜ぶ。 

  

 

 

「先生、おてて、そんなにしていないよ」

と声がけする。 

H₄の言葉がけを聞くと口の中に指を入れる

のを止め、リトミックに参加する。 
  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



９・６ EP６ 

外遊びから入室し、降園の支度をするまでの N に対応する場面である。 

N  H₃  H₅ 

入室後、壁に背を付け

て立っている。 
    

    

 

「おてて洗ったの？」と

尋ねながら近付き、上履

きを履かせる。 

Nは、H₅の体に触れなが

ら甘え、時に H₅のポロ

シャツをめくろうとす

る。 

    

  

 

「N 君、おいで」「お

かばん、持って来よう

～」と声がけし、Nと

一緒にロッカーの方

へ行く。 

  

Nは、かばんを背負うと

再び H₅の所に戻る。 
    

   

 

ブロックを拾い、カゴの

中に入れている。 

H₅を見ながら周りを見

回した後、手遊びをし

ている子どもたちの輪

に入って行く。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



9・6 EP7 昼食時間に食事の進まないＴに対応する場面である。 

Ｔ  H₁  Ｈ₂  Ｈ₃  保育者Ｗ 

お弁当を食べ

たくないよう

で、席を立ち、

『おはようブ

ック』の置いて

あるテーブル

へ歩いていく。

『おはようブ

ック』を手に取

ると、Ｈ₃に見

せる。 

        

      Ｔのもので

はないこと

を伝える。 

  

自分の席に戻

ると、弁当箱に

残っているお

かずを見なが

ら『あと６こ』

と言い、周りの

保育者にお弁

当箱を見せる。 

     敢えて言葉

をかけずに

いる。 

  

おいしくなさ

そうな表情を

見せながらも、

ご飯を食べる。 

 

 

 

       

    「すご～い、Ｔ

君のかっこい

い所見ちゃっ

た」と言葉かけ

をする。 

    

    ちょうどテラ

スを通った保

育者Ｗ（Ｔが 1

歳児の時に関

わりがあった）

に声をかけ、Ｔ

の頑張りを伝

える。 

    

        Ｔに向かって「あ

～、かっこいい～、

Ｔくん」と声をか

ける。 

喜んで、さらに

口の中にご飯

を頬張る。 

        

    「Ｔ君、偉いね

ぇ～」と声かけ

をする。 

    



お弁当を完食

すると、「もう、

終わっちゃっ

たよ」と言いな

がら、Ｈ₂にお

弁当箱を見せ

る。 

        

    「先生たち、み

んな目がハー

トになっちゃ

たよ」「すごい

ね～Ｔ君、がん

ばったね～」と

声かけをしな

がら、弁当箱の

中に残ってい

る食べ物を見

つける。 

「ちょっと、ま

って」と言い、

残った食べ物

をスプーンで

すくい、Ｔの口

元まで運んだ。 

    

Ｈ₂がすくった

食べ物を食べ

る。 

        

  Ｈ₂の言葉を聞

いている。 

 「もう、食べち

ゃったよ」「す

ご～い、Ｈ₁先

生。目がハート

になっちゃっ

た」と、Ｈ₁に

聞こえるよう

に話す。 

    

  Ｔに「ピッカピ

カ」と声をかけ

ると、続けて

「あんなにイ

ヤって言って

いたのに、かっ

こいい～」「プ

リンも全部食

べたらまた見

せてね」と言

う。」 

      

プリンも食べ

終わると、Ｈ

₁・Ｈ₂に報告

し、お弁当箱を

片付けた。 

        

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



10・4 EP8 

子どもたちが登園して、朝の活動が始まる前の片付けの場面である。 

N  H₁  H₂  H₅  観察者 

棚の下のスペー

スでブロック遊

びをしている。 

        

  

 

 

「さあ、お片

付けしよう

～」「お片付け

して～」「しま

じろう（の曲

に合わせて）、

踊ろう」と言

葉かけをす

る。 

      

テラスの入口ま

で急いで歩いて

行くと、そこに

立ったまま片付

けをしている友

だ ちを見 てい

る。 

        

  

 

ブロックを持

ちながら、N

の方へ歩いて

来る。「N ちゃ

ん、これ、後

ろのいい？」

と、N の後ろ

にあるカゴへ

ブロックを入

れてほしいと

伝える。 

      

H₁から受け取っ

たブロックをカ

ゴに入れる。 

        

  

 

棚のスペース

の方へ向か

う。 

      

「座って、座っ

てよ～」と観察

者に話す。 

        

        

 

返答に困り

ながら「う

ん、うん、

お 片 付 け

は？」と話

す。 

観察者の言葉に

は耳を貸さず、

「 すわっ てよ

～」と言いなが

ら、その場に立

 

 

       



っている。 

「 すわっ てよ

～」と数回言っ

た後、少しする

と保育室の中央

に歩いてきたH₅

の所へ行き、H₅

の手を握る。 

      

 

床にあるブ

ロックを拾

いながら「い

っぱいある

よ」と言い N

に渡す。 

N と一緒に

カゴの方へ

歩き「ブロッ

クのカゴね。

え ら い ね

～。」と言葉

かけをする。 

  

ブロックをカゴ

に入れたが、再

び片付けを止め

立っている。 

        

      

 

N の姿を見

ると、床に座

り机の下を

指さししな

がら「あの白

いの（ひろっ

て）」と N に

声をかける。 

  

机の下からブロ

ックを拾うと、

H₅に見せる。 

        

      
 

「わあ～」と

言いながら

手を叩いた。 

  

ブロックをカゴ

の中に入れると

H₅の所に行く。 

        

H₅の周りでジャ

ンプをして楽し

む。 

     他児と関わ

っている。 

  

保育室がほとん

ど片付いた頃、N

は仮面ライダー

のポーズをしな

がら H₂に近づ

く。 

        



    
 

N のポーズを

見たものの、

片付けをして

いる子どもた

ち の 方 へ 行

く。 

 
 

N のポーズ

を真似し、ポ

ーズしてい

る N の手に

自分も同じ

ポーズをし

ながら手を

合わせて笑

う。 

  

H ₅に笑顔を見

せ、もう一度ポ

ーズをしながら

H₂の所へ行く。 

        

    

 

「わあ！」と

言い、ポーズ

をしている N

に軽く手を触

れた。 

    

H₂がいなくなる

と保育室をフラ

フラと歩きはじ

め、次は H₁所へ

行く。 

        

  ポーズをして

いるNを見な

がら、自分も

同じポーズを

し、「かっこい

い」と言葉が

けする。 

      

  

 

朝の活動が始

まるため、保

育室①へ移動

をするよう、

子どもたちに

声をかける。 

      

他の子どもたち

の後を追うよう

にして保育室①

へと行った。 

        

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１０・４ EP9 

みんなで運動会のお遊戯を踊っている時に、輪から外れ部屋の隅の棚の下にいるNに対応する場面である。 

N  H₂ 

棚の下のスペースで、Rと足を蹴り合いながら

遊んでいる。そこへ P がやってくる。N と R

はそのスペースから出てくると、保育室をフラ

フラする。Nは、ウルトラマンのポーズをしな

がら「ウルトラマン」と言って、H₂にポーズを

見せた。その間に P が棚の下のスペースに入

る。 

  

棚の下のスペースに戻ってきた Nは、Pが中に

入っていることをイヤがる。そして、Nは Pの

髪の毛を触る。Pは痛かったのか泣く。 

  

 

 

P の泣き声に気づいて近付き、Nに何

をしたか尋ねる。 

N は答えない   

 

 

P に尋ねると、Nが耳を痛くしたこと

を告げた。Nには「お友だちに痛いこ

とはしない。お友だちもがびっくりし

ちゃうよ。イヤなことがあったら口で

言おうね」と話した。再びＮに「なん

で、お耳つかんだの？」と尋ねる。 

「キューレンジャー」と答えた。   

 

 

「戦いごっこしていたの？」「P ちゃ

ん、お耳痛かったんだって。ごめんね

って」と話す。 

「ごめんね」と P に言う。   

 

 

「朝の活動をしている時には、朝の活

動をしなければダメよ」と、N と Pに

話した。 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



10・4 EP10 

朝の活動中、G は保育室の壁に背中を付けて立っていた。朝の活動から外遊びへと活動が変わる時の G の

行動に対応した場面である。 

G  H₁  H₄  H₅ 

  

 

外遊びのためカラ

ー帽子をかぶるこ

とと水分補給をす

ることを子どもた

ち全体に声かけす

る。 

    

動こうとしない       

      

 

 

「G 君、こここ

こ」とロッカー

の棚の中に入

っているカラ

ー帽子を指さ

す。他児を見な

がら、G が自分

から動き出す

のを待つ。 

なかなか動きだ

さなかったが、自

分からロッカー

まで行きカラー

帽子を取ってか

ぶった。 

      

   
 
水を G に渡す   

すぐに水を飲む       

    

 

「すごいじゃ～ん」

と声がけする。 

  

大喜び       

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１０・４ EP１１ 

運動会の練習のため、外遊びはいつもの場所と異なり芝生で遊んだ。その後、H₁は保育室へ入室する言

葉がけをするが Z が保育室へ戻りたがらない場面である。 

Z  H₃  H₅ 

Z は、H₁の言葉が

けを聞くが芝生に

上ったり下りたり

して遊んでいる。 

    

 

 

Z を見ると抱き上げる。   

H₃に向かって「ば

か～」と言う。 

    

 

 

「ひどい！」と言う。この

やりとりを 2～3 回繰り返

す。Z を年少組のテラスに

座らせようとする。 

  

再び芝生の方へ走

って行く。 

    

 

 

Z を追いかけ背中を軽く押

しながらテラスへ仕向け

る。 

 

芝生とテラスの境（ロープ

がはってある）で子どもた

ちを見ている。ロープまで

来た Z を見ると Z の手を

取り保育室へ連れて行く。 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



１０・４ EP１２ 

保育者の声がけで外遊びが終わり、子どもたちは保育室に向かって移動している場面である。 

Ｒ Ａ  Ｈ₂ 

保育室に向かおうとしない   

ＳＬの方へ行く いつも遊んでいるアス

レチックの方へ行き、一

通り遊ぶとＳＬの方へ

向かった。 

  

   

 

「Aちゃん、部屋に戻ります。ごは

ん食べますよ」と Aに声をかけ、さ

らに Rの顔を見て「Rくん、お部屋

に戻るよ。一緒に」と声をかける。 

自分から H₂の所まで歩い

て行き、一緒に保育室へ戻

った。 

H₂の言葉を聞きながら

も動こうとしない。 

  

  

 

Aを抱きあげ、保育室に向かって歩

く。 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１０.4 EP１３ 

お弁当がなかなか進まない K に対して H₂と H₅が対応する場面である。 

K  H₂  H₅ 

K は、苦手な物が残

りなかなかお弁当

が進まない。時に

「わぁ～」という声

を出す。 

    

 

 

「K ちゃん、カレー食べ

られないならば、あっち

に移動しようか？」「まだ

食べるでしょう？」と尋

ねる。 

  

うなずく     

 

 

K のお弁当箱とイスを移

動する。 

  

お弁当が食べられ

ずフォークを口の

中に入れたり、フォ

ークをコップの中

に入れる行動を何

度も繰り返す。 

    

    しばらくすると保育室

①から保育室②へやっ

て来る。「K ちゃん、K

ちゃん、何を食べている

の？」と言いながら K

の食べている様子を確

認する。 

    

 

H₅は、G と E のお弁当

の援助をしている。「K

ちゃん、あと何が食べら

れそうかな？」「カレー

食べられる？」と声がけ

する。 



K はお芋を指さす。     

   

 

「お芋食べる？お芋？

じゃあ、お芋どうぞ」と

言葉がけする。 

    時間を見計らった後、

「お芋、食べられたか

な？お芋、半分にしてあ

げるよ」と言った後、フ

ォークでお芋を半分に

した。そして、Kの口に

お芋を運ぶ。 

お芋を食べる     

   

 

「これ食べたらヤクル

ト飲もう。K ちゃん」「ヤ

クルト開けてあげるか

ら」と言い、ヤクルトを

手に取った。 

お芋を食べている     

   

 

「偉いね～、偉いね～、

K ちゃん。わぁ～K ちゃ

ん、すごい。可愛いお姉

ちゃんになっちゃう。見

て～お芋。可愛い～なっ

ちゃう。ほら、わぁ～、

K ちゃん、すごいねぇ

～。お芋食べられたね

～」と言い、Kの肩を手

で触った。 

 

 

「素晴らしい」と話す。   

    ヤクルトのフタを取る

と「ヤクルト、飲んでい

いよ」と言いながら K



のテーブルの上にヤク

ルトを置いた。 

   

 

「Kちゃん、ヤクルト飲

めた？お餅どうする？

お餅？」と Kに尋ねる。 

「たべない」と答え

た。 

    

   

 

K の応答を聞いた後、

「お餅食べない？じゃ

あ、お片付けしよう」と

言葉を促した。 

H₅の言葉がけを聞

き片付け始めた。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



１１・８ EP14 

室内遊びの片付け場面である。 

C D  H₂  H₄ 

   

 

は～い、それじゃあ、

ぺんぎん組さんお片

付けするよ」と子ど

もたちに声をかけ

る。 

  

２人は一緒にブロックを持ち

ながら棚の下に隠れる。 

    

   

 

「ね～、Ｃ君、Ｄ君、

そこにいない。お片

付け」と言葉がけす

る。 

  

しばらく周りの様子を見てい

る。 

    

持っていたお

もちゃの１つ

を隣の棚に置

くと再び棚の

下に入る。しば

らくすると、

H₃の前にある

カゴの所へ行

き、周りに落ち

ているおもち

ゃをカゴの中

に入れ始めた。 

 

おもちゃを

持って、H₄

の所へ行く。 

    

     

 

D に「H₂の所へ持っ

て行って」と声をか

ける。 

 H₂の持って

いるカゴの

中に片付け

る。 

    

   

 

「ありがとう」と C

に言葉がけする。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１１・８ EP15 

朝の活動の中で体操をする場面である。 

N  H₁ 

みんなの輪から外れ棚の下に入る。   

  

 

「N 君」と声をかけて手を引き、棚の下か

ら出るように促す。 

棚の下から出て来て H₂の隣に立つが、

すぐに水道の近くへ行く。その後、朝の

活動に参加するが、歌を歌う時には歌わ

ず、その場に立っていた。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１１・８ EP16 

朝の活動の中で体操をする場面である。 

B  H₅ 

体操をしないで保育室を走り回り、床

に寝る。 

  

 

 

「B ちゃん、やるよ」と声をかけ、B

を起き上がらせる。 

保育室をフラフラした後、H₂を見な

がら体操に参加する。前屈など自分の

できるものは行うが、難しい動きは保

育者と同じ動きをせずに自分流の動

きをする。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



11・8 EP17 

雨が降ってきたため、保育者が声をかけ職員室前のテラスに子どもたちを移動している場面である。 

A  H₅ 

総合遊具のつり橋の上に立ちながら、職員室

前のテラスを見ている。ほとんどの子どもが

テラスに移動しているが、Aはそこから動こ

うとしなかった。 

  

  

 

A を見つけると近付き、「A ちゃん、ち

ょっときて。今日の給食にヤクルトがつ

いてるんだって。きてきて。」と声をか

け、続いて「ちょっと、きてきて。Aち

ゃん、お弁当？お給食？」と尋ねる。 

H₅の「給食？」という問いかけに頷く。   

  

 
 

「お給食？H₅先生と一緒だ！」「ヤクル

ト飲みたい人？」などと声をかけなが

ら、「いぇ~い！」と言い、Aの手を取り

つり橋から降ろした。 

H₅と手をつなぎテラスへと向かった。 

 

 Aと手をつなぎ、「ヤクルト、ヤクルト」

と歌いながらテラスへ向かう。 

 

 

 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１１・８ EP18 

降園準備の場面である。 

G  H₁  H₂  H₃  H₄  H₅ 

ロッカーの前に立ち、

動かない。保育者が紙

芝居を読み始めると、

その場で立ったまま

聞いている。 

          

  

 

G の様子をみ

て把握しなが

らも、見守って

いる。 

 

 

G の様子をみ

て把握しなが

らも、見守っ

ている。 

 

 

 
 

G の様子をみ

て把握しなが

らも、見守っ

ている。 

 

 
 

G の様子

をみて把

握しなが

らも、見

守ってい

る。 

 

 

G の様子をみて

把握しながら

も、見守ってい

る。 

ロッカーの前に立ち

続けながら話を聞い

ている。 

          

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



11・8 EP19 

昼食時、なかなか食事の進まない T の行動に対応した場面である。 

T  H₂  H₄  H₅ 

お弁当を食べずに

立ち歩いている。 

      

   
 

「T 君は、何をし

てるの？」 

  

      

 

「お弁当を食べたく

ないらしい」と H₄に

伝える。「T 君、今日、

（T の好物の）焼きお

にぎりじゃないの？」

と尋ねる。 

    「お弁当出した

のに、またしまっ

ちゃったんです」

と H₅に伝える。 

 
 

      

 

（T が自宅から“ベル

ト”を持ってきたこと

を思い出し） 

「ベルトで元気だし

て」と言いながら、T

のカバンからベルト

を出す。 

ベルトを出す H₅

を見ている。 

      

      

 

 

（ウルトラマンや仮

面ライダーが好きなT

に） 

「変身しちゃうよ」と

声かけする。「何食べ

たいの？」と聞く。 

H₅を見ながら笑

顔を見せるものの

返事をしない。 

      

      

 

 

（この日給食にはヤ

クルトがついていた） 

「ヤクルトがないか

ら怒ってるのかな？」

「それはしょうがな

いなぁ。T 君のヤクル

トを買ってくるわけ

にはいかないな。Mち

ゃん（T の姉）もない

と思うよ」と言い、「怒

ってるの？」と尋ね

る。 

何か言いたそうに

しながらも、だま

って H₅をじっと

見ている。 

      



      

 

 

 

「ママ、ヤクルト忘れ

ちゃったの？」 

（お弁当の子は、家庭

の判断で持たせるこ

とになっている） 

「じゃあ、今度給食に

ヤクルトが出る時に、

ママにピッと（電話で

連絡）しておくね」と

話す。 

H₅に笑顔を見せ

る。 

      

      

 

「あ！T 君、ヤクルト

飲みたいから、お弁当

を隠しておいたの？」

と尋ねる。 

「うん」と答える。       

   

 

「T 君、賢い」と

言葉がけをする。 

 「さすが、T くん」と

納得したように言う。 

      

 

「好きなものから食

べようよ」と声をかけ

る。 

「うん」と答え、

イスに座る。 

      

      

 

「今日は（T 君も）特

別だよ～。わぁ～、い

いな～ドラえもん（チ

ーズ）。みんなの給食

には入ってないんだ

よ」と話す。 

チーズを食べる。 

少しずつお弁当を

食べ始める。 

      

     

 

食べ終わった子ども

たちと一緒に、隣の保

育室に移動する。 

また、食事が進ま

なくなり、H₅を探

して立ち歩き始め

る。 

      

  

 

T の手を引き席へ

戻す。食べる順番（1

番肉じゃが→2 番

お肉→3 番ご飯→4

番レンコンの炒め

物→5 番トマト→6

番ゼリー）を提案す

る。 

    

H₂の提案通り少       



し食べると、スプ

ーンを持ったまま

周りを見ている。 

早く食べ終わりた

いようだが、なか

なか進まない。 

 

 

T の様子をしばら

く見ている。 

    

仲良しの P が、先

に食べ終わり片付

けていると、「T く

ん、たべおわった

らおおきなブロッ

クをかしてね」と、

手で大きなブロッ

クの形を示して話

す。 

      

  

 

「T 君、食べた？」

と声をかけながら

T の向かい側に来

て、「1 番、2 番終わ

ってるじゃない。3

番？えら～い」と声

をかける。 

    

隣に座っていた S

が「ごちそうさま

でした」と言うの

を聞くと、「ぜんぶ

たべた？」と言い

ながら S のお弁当

箱を覗き込み、「に

んじんは（たべな

いの）？」と尋ね

る。 

S は、お弁当箱の

端に残っていたに

んじんを食べ、再

度「ごちそうさま」

と言った。 

      

「たべた～」と H₂

にお弁当箱を見せ

る。 

      

  

 
 

「すご～い」「あと

4番と 5番だけじゃ

ない。すご～い。早

い早い。また見に来

るね」と言うと、そ

の場を離れる。 

    

レンコンの煮物を

取り出し、弁当箱

のフタの上に置

く。 

イスにもたれかか

      



った状態である

が、手づかみで少

しずつ食べ始め

る。 

  

 

T の進み具合を確

認しに来て、「T 君、

レンコンも食べ始

めたじゃない」と言

う。 

    

『おべんとう』の

手あそびを始め

る。 

      

  

 

 

T の手遊びに合わ

せて歌いはじめる。

『レンコン』の時に

T のお弁当箱に入

っているレンコン

を指さす。 

「ね～、H₂先生さ

～、あっちの部屋に

行くからピカピカ

になったら教えて。

あと 4 番と 5 番ね」

と声かけをする。 

    

また食べ始める。       

  

 

少しすると、保育室

の境に立ちながら

「T 君、レンコン終

わった？あと 5 番

だけだじゃない。待

ってるよ～」と笑顔

で言葉がけをする。 

    

トマトを口に入れ

たが床に落として

しまう。それを拾

うと「トマト落ち

ちゃった」と言い

ながら、近くにい

た H₁に見せる。さ

らに「おわった」

と言ってレンコン

をのせていたお弁

当箱のフタも見せ

る。 

      



お弁当箱のフタと

別のミニトマトを

持つと、「まほう

で・・・」と言い

ながら、ミニトマ

トを口の中に入れ

食べる。「たべた

よ」とお弁当箱の

フタを持って、H₁

に見せる。 

      

6 番目のゼリーを

食べると、H₂に食

べたことを報告す

るため、保育室①

にお弁当箱を持っ

ていく。 

      

 

 

他児と関わってい

て T に気づかない。 

    

保育室②に戻る

と、H₅に弁当箱を

見せたいと H₁に

伝えるが、H₅が職

員室に行っていた

ためお弁当を片付

け始める。 

      

お弁当箱を袋の中

に入れると、H₅の

姿が見えた。「H₅

せんせい」と言い

ながら保育室①に

向かおうとする。 

      

お弁当箱を入れた

袋をカバンの中に

入れて背負うと、

保育室①に行き、

「H₅せんせ～い」

と言う。 

      

     

 

「どうした？」と尋ね

る。 

「もう、たべおわ

った」と話す。 

      

     

 

「どのくらい、食べ

た？」「全部？残しち

ゃった？」と尋ねる。 

「ぜんぶ！」と嬉

しそうに答える。 

      

（T は、自分の好

きなおもちゃを H

₅が持っているこ

とを知っていた） 

     

 

「残さないで食べた

から、（T の好きなお

もちゃを）貸してあげ

る」 

「椅子を置いておい

で」 



イスを片付けに行

った。 

      

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



１１・８ EP2０ 

外遊びが終わって入室し、手洗い、水分補給をしている場面である。 

G  H₂  H₅ 

手を洗いたくなくて

「ぎゃ～」と大きな声

で何度も叫ぶ。 

    

 

 

「G君、そんなに大きな

声を出さない」と話し

「ほら、（周りの子が）

うるさいよって言って

いるよ」と言う。 

  

叫ぶのを止めるが、保

育室の入口に直立不動

の姿勢で立つ。 

    

    ウォーターサーバーで

水をくみながら、G の様

子を見ている。 

   

 

少し時間をおいて、G を

水道の方へ連れて行く。 

H₅と一緒に水道の前

に行く。 

    

   

 

「石鹸で（手を洗おう）」

と声をかける。 

石鹸を使い、自分で手

を洗う。 

    

   

 

G が手を洗い終わると

「G君、ハンカチは？」

と尋ねる。 

ズボンのポケットから

ハンカチを出し、手を

拭いた。笑顔になる。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・6 EP2１ 

子どもたちが登園し、朝の活動前の片付けの場面である。 

S  H₂  H₅ 

    

 

「じゃあ～お片

付けするよ。みん

な～」 

片付けずに机の下に隠れ

ている。 

    

  

 

「S 君、お片付けする時間だ

よ」「S 君、お片付けしない

と先生、今日、何するかお話

しできない。わかった？」 

  

片付けの箱の所へ行くが

立っている。 

    

  

 

「S 君、一緒にワッセワッセ

しよ～」「ワッセワッセ」「行

き過ぎないでね。よいしょ、

よいしょ。ありがとう。S君、

ありがとう～」と言葉かけを

する。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・6 EP22 

朝の活動中、みんなの輪から離れ棚の下にいる B に対応する場面である（外遊びに出る前）。 

B  H₂  H₅ 

朝の歌・挨拶をしている

間、部屋のすみの棚の下

にいる。 

    

    

 

棚の下から出る

ように、B の手を

引く。 

棚の下からは出るが、H₅

の歌っている所で走り回

る。 

    

 

 

子どもたち全体に声をかけ

ながら、Bの手を引き、自分

の隣に立たせようとする。 

  

保育室を走り回り、再び

棚の下に行く。 

    

 

 

一日の流れを、子どもたちに

話す。 

  

棚の下に座って話を聞

く。話が終わる頃になる

と、自分から保育室の中

央に歩いて行き座る。 

    

  

 

外遊びに行くため、カラー帽

子をかぶるように子どもた

ち全員に指示をする。 

  

カラー帽子を取りに、ロ

ッカーへ行った。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・６ EP23 

クリスマスソングに合わせて、みんなでフォークダンスを踊っている時の G に対応する場面である。 

G  H₅ 

踊らないで立っている   

  

 

子どもたちと踊りながら「Gくん、サン

タさんが来るか、見ててね」と声かけを

する。 

ダンスが終わり、子どもたちは保育者と一緒

に遊具の方へ移動していく。その姿を見て大

泣きするが、その場から動こうとしない。 

  

 

 

G にそっと寄り添い、手を引いて遊具の

方へ歩いて行く。 

H₅と手をつなぐと落ち着き、みんなの方へ一

緒に歩いて行った。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12.6  EP24 

園庭で円を作りクリスマスソングに合わせてダンスを踊るが、Bはダンスに参加したくない場面である 

 B   H₅ 

一曲目の途中になると

「B、あしがいたい！」

と言いながら座り込

む。 

  

 

 

しばらく様子をみて「Bちゃん、足なおった？」と声をか

ける。 

過去の傷を H₅に見せ

ながら「なおった」と

答える。 

  

 

 

「Bちゃん、じゃあ次の踊れる？」と声かけする。 

Bは踊らず、「あたまが

いたい～」「こんどはあ

たまがいたい」と話す。 

  

 

 

年中組の女児 2 人を Hの両脇に位置する。 

年中組の女児たちと手

をつなぐことで、音楽

に合わせて歩く。 

  

 

 

Bの様子をみて「ほら、全然頭は痛くないよ！」と声をか

ける。 

H₅の言葉がけに対し

て、戦隊ヒーローのポ

ーズをして見せる 

  

 

 

Bの表情に笑顔で答え、近くで踊る。 

曲が終わる度に表情を

変化させる。3曲目にな

ると「こんど、かぜひ

いちゃった」と話し、

「ひゅ～ひゅ～」と言

いながら後ろに下がっ

て行く。 

  

 

 

「風の人はここにいてね(H₅は、子どもが風邪から風に思

いが変わったと見抜いた)」と Bの気持ちを受けとめた声

かけをしながらも、（下がっていく前の）元の位置に戻る

よう促す。「B ちゃん、ボールつくって！（雪のたまを作

るような振り付けの場面）」などと Bに声をかけながら、

踊る。 

ダンスが終わり、遊具

で遊ぶ時間になると、

元気になり、嬉しそう

  



に走って遊具に向かっ

て行った。 

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・6 EP25 

昼食前のお片付け場面で N に対応する場面である。 

Ｎ  H₂  Ｈ₄  H₅ 

重ねてあるイス

の上に乗り、一番

奥のイスの上に

ある丸いマット

を取ろうとして

いる。 

      

 

 

「N ちゃん、そこに

乗らないよ。お片付

けだよ。いたいいた

いだよ。」 

 

「N ちゃん、

危ないよ」 

  

H₂・H₅の声かけ

に気づき、振り返

る。 

      

 

 

「これが取りたい

の？」とイスの上に

ある丸いマットを指

さす。 

    

頷く       

 

 

マットを取って N に

渡し、片付けるよう

に促す。 

    

床の上でマット

を転がす。 

      

      

 

N の姿を見る

と「あそこで～

す」と言いなが

ら、マットをハ

ンドルに見立

て、2 人で運転

をするように

動かしながら、

棚の方へ向か

った。 

H₅と一緒に喜ん

で運転しながら

マットをおもち

ゃの棚に片付け

た。 

      

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・6 EP26 

子どもたちが保育者の話を聞いている時にみんなの輪から外れていく B に対応する場面である。 

B  H₃  H₅ 

保育者が『音楽会』につ

いて話し始めると、N と

一緒に暖房器具とロッ

カーの間に入り込む。 

    

  

 

N と B を抱き上げ

て、話を聞いている

子どもたちの所に座

らせる。 

  

みんなが歌いはじめる

と一緒にうたう。 

    

    

 

「あ！B 君、おてて上にあ

げて上手だった。ね、い

ぇ～い」と声をかけなが

ら右手の親指を立てる

（GOODの意味）。 

笑顔になる     

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・６ EP27 

昼食前の片付け時間、なかなか片付けようとしない S に対応する場面である。 

S  H₂ 

  

 

「いいですか？ぺんぎん組さん、お片付

けして～。おもちゃをお片付けして、ご

飯になります」と声かけをする。 

F・Wと一緒に窓に背をつけて立ったまま、

片付けようとしない。しばらくすると、Fと

W は片付けを始めるが、Sはその場から動か

ない。 

  

そこへ、B と P がやってくると Sと同じよう

に窓に背をつける。そして、その場に座り込

む。 

  

  

 

「しっかりお片付けしてください」と言

って、子どもたちの手を引き、立たせる。 

手を引かれた S は、おもちゃのマットを持つ

とハンドルのように回しながらおもちゃの

棚に片付けた。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



12・6 EP28 

外遊びから保育室に入ってきた際に手洗い・うがい・給水などをしないで保育室の端にいる N に対応する

場面である。 

N  H₂  H₅ 

入室するとそのまま、棚

の下へ行く。 

    

    

 

「N さ～ん」と声をかけ、

N の上履きを入口に置

く。 

  

 

子どもたちのコップ

に水を入れながら、

「N く～ん」と声が

けし、手洗いなどを

促す。 

  

   
 
「N 君」と言って、保育

室に入ってくる。 

H₅の所へ行く  

 

   

   
 

N が上履きを履くのを援

助する。 

上履きを履くと手洗い

などをしに行く。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



1.10 EP29  

H₁は片付けの言葉がけをする。Dはおもちゃで遊んでいる。 

D  H₁  H₃ 

おもちゃで遊んでい

る。 

    

  

 

「こら！D く～ん、

（口の中からおまま

ごとのポテトを）出し

て」と声がけする。 

  

口の中から（おままご

との）ポテトを出し床

に落とすとフラフラ

する。少しすると床に

落ちているおもちゃ

を見つけ拾って投げ

た。その後、ティッシ

ュボックスを自分か

ら棚に片付ける。しば

らくすると、D は H₃

の所まで行きティッ

シュボックスを片付

けたことを指で示す

（D は棚の方を指さ

す）。 

    

   

 

棚の方を見てティッシュボ

ックスを確認した。 

D はその場を去る     

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



1.10 EP30  

 B は『動物体操』の音楽がかかるが参加しない。 

B  H₃ 

『動物体操』の音楽がかかると床に転がる。   

 

  

Bの寝ている姿を見ると軽く手で身体

をたたく。 

しばらくの間、寝たままであったが、その後

立ち上がった。B は、保育室をフラフラし時

に友だちに触れる。動物体操も中頃、あひる

の体操あたりになると体操の輪の中に入り、

H₁を見ながら踊り始める。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



1.10 EP31  

H₁が朝の会で出席をとっている場面である。 

T  他の子どもたち  H₁ 

H₁が出席をとっ

ていると「つかれ

た～」と言う。 

    

   

  

「まだ早いよ」と答え

る。 

  「つかれてな～

い」と話す。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7  EP32 

H₁は片付けの言葉がけをする。Rは片付けない。 

R  H₁ 

おもちゃの棚の所で寝そべり、床に落ちて

いるブロックで遊んでいる。 

  

 

 

手に持っているブロックを片付けに

来ながら R に無言のまま指でブロッ

クのカゴを指す。 

ブロックをカゴの中に入れた。   

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP33 

ダンスの時間、Nはダンスをしない 

N  H₅ 

ダンスをしないで立っている。   

 

 

ダンスをしながら「ラ～ラ～ラ～」と

歌い、そのリズムと共に Nの頭に手を

置いてリズムをとる。 

立ったままだった   

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP34  

朝の会の出席調べになると Y が保育室を動き回る。 

Y  H₁  H₃  H₅ 

出席調べになると

ハイハイをしなが

ら保育室②へ行く。 

      

   

 

「ハイって！（名

前が呼ばれたら返

事をするという意

味）こっちにこな

い（保育室②へ行

かないという意

味）」「みんなの所

へ行こうよ」と言

葉がけする。 

  

「いかないいかな

い」と答える。その

後、保育室の境に来

る。 

      

 

 

「Y 君」

と名前を

呼ぶ。 

    

   

 

「ハ～イって！」

と言う。 

  

後ろにハイハイし

ながら「やだ！」と

話す。 

      

     

 

「Y ちゃん、ド

ア閉めるよ」

と言い保育室

①と保育室②

の仕切りのド

アを閉める。 

Y は、H₁の話を聞き

始めた。 

      

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 



2.7 EP35   

N はリトミックに参加せず立っている。 

N  H₄ 

リトミックに参加せず立っている。他の子

どもたちは、床に座りリトミックに参加す

る。 

  

 

 

N を自分の隣に座らせ「1・2・3・4・・・」

と言いながら N の膝と自分の膝をた

たく。 

N は、（膝を交互にたたく行動が気に入った

ようで）リトミックに参加する。次に立っ

て歩く動きになると Nは笑顔になり、皆と

同じような動きをした。 

  

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP36 

T はリトミックに参加しない。 

T  H₁  H₂  H₃  H₄  H₅ 

リトミックに

参加せず指を

くわえながら

立っている。 

          

  

 

Tを見てい

る が 特 に

何 も 言 わ

ず に 様 子

を み て い

る。 

 

 

Tを見てい

る が 特 に

何 も 言 わ

ず に 様 子

を み て い

る。 

 

 

Tを見てい

る が特に

何 も言わ

ず に様子

を みてい

る。 

 

 

Tを見ているが

特に何も言わ

ずに様子をみ

ている。 

 

 

Tを見ているが

特に何も言わ

ずに様子をみ

ている。 

立ち続けてい

る 

   

 

       

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP37  

Y は、途中からリトミックに参加せず立っている。 

Y  H₅ 

途中からリトミックに参加せず立っている   

 

 

ピアノを弾きながら Y の様子を見て

いる。 

保育室をフラフラしている   

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP38 

G はリトミックの輪の中に入らない。 

G  H₂  H₄ 

「ピーポーピーポー」

と言うがリトミック

の輪の中に入らない。 

    

 

 

「1・2・3・4・・・」

とリズムに合わせ手

をたたきながら保育

室の後ろに立ち G の

様子をみている。 

 

G の様子をみながらリトミ

ックに参加する。 

「ピーポーピーポー」

とリトミックが終わ

るまで言い続けるが

参加しない。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



2.7 EP39 

H₁は園庭にて入室する際の言葉がけを行う。子どもたちは、テラスにて外靴を履き替えるが E はなかなか靴を履き替えない。 

E  A  H₂   H₄ 

なかなか靴を履き替え

ず、プールの前の所でク

ルクル回っている。 

      

     

 

「E くん、E～」と何度も呼ぶ。 

   

 

「E 君、お部屋の中に入る

んじゃないの？」と尋ねる。 

  

     

 

「E 君、お部屋入るの？どうす

るの？」「なんでお部屋に入ら

ないの。みんな入っているんだ

よ。E 君だけだよ。あ！Aちゃ

んの方が、先に入っちゃったか

もしれない」と手でメガネを作

り遠くを見ている振りをする。

「まだ、Aちゃんいるかもしれ

ない」と声高に言う。 



  靴を脱いでいる     

     

 

「がんばれ、がんばれ」と言葉

がけをしながら手を叩く。 

A の所へ近寄り、靴を脱

ぎ始める。 

      

     

 

「A ちゃん、（靴が）脱げまし

た。E 君も脱げました」と話す。 

脱いだ靴を下駄箱の中に

入れ、上履きを手に持ち

入室する。 

 脱いだ靴を下駄箱の

中に入れ、上履きを手

に持ち入室する。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



3.7 EP40 

H₂が片付けの言葉がけをするが、X は片付けずに遊び続ける。 

X  H₃ 

片付けずにブロックを足で踏み続ける。

時々、友だちを追いかけるように保育室を

走ったかと思うと再び足でブロックを踏

む。その行動を繰り返した後、床のブロッ

クを手で集め H₃に見せる。 

  

 

 

「（カゴの中に）入れてきて」とカゴ

を指さす。 

カゴの中にブロックを片付ける。   

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 



3.7 EP41 

片付けも中頃を過ぎた頃、H₂は片付けの言葉がけをする。 

S  他の子ども  H₂ 

   

 

「ねぇ～たいへん～」と言

う。 

H₂の言葉がけを聞きなが

らロッカーの前に立って

いる。 

 H₂の言葉がけを

聞き片付ける子

どももいる。 

  

   

 

「S 君、お手てつながないで

お片付けして」と言う。 

U と手をつなぎ離さない。

片付けが終わる頃になる

と Sは、おもちゃを手に持

ち H₂の所へ行くとおもち

ゃを見せた。 

    

   

 

「食べ物の所へ入れて来て

ね」と話す。 

食べ物の箱を見つけると

そのおもちゃを箱の中に

入れた。 

    

○○○は直接的対応、○○○は間接的対応 

 


